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■特 許 の 公 開

このたび日立製†′絹子でほ,時代の進展に即応し"特許”に対する

考え方の全而的な転換を図ることとし,従来の自社独占使用原則か

ら脱却して"特許そのものを商品として”内外の産業界に程i極的に

公開してゆく方針i･こ踏み切ることとした｡

昨今の経済界は広域化･国際化が急速に進展し,これを反映して

技術の分野では後台化･システム化を有効かつ強力に因ってゆくこ

とが要請されている.｡これを実現するにほ,個個の企業それぞれが

独創的技術の開発に精進すると同時に,各企業間で技術情報の交流

を活発にし,すぐれたものを相互に補充し合ってゆくという,開放

的で柔軟性のある経営姿勢に徹することが,今後は必要不可避とな

ってくるものと思われる｡このような観点から日立製作所は,わが

国では初の思い切った試みでほあるが,日立製作所の所有する2万

件以上に及ぶすべての特許を適切な条件のもとに国の内外を問わず

あえて積極的に公開することによって,広く産業界に技術交流の促

進を呼びかけることとした｡

このような特許の積極的公開により現在講究進国に対する大幅な

支払超となっている日本の技術供与導入実施料収支の改善にいささ

かなりとも資することをもあわせて期待している｡

具体的な施策としては,①社内に特許営業制度を発足させ,②担

当窓口として,国内については,本社特許部の中に新たに専任の"特

許営業グループ”を設け,海外に対しては,海外事業部海外協力部

が当たることとした｡

なお,日立製作所の所有する特許のうち,公開を予定している一

例i･ま,次のとおりである｡

l二1.)LTPトランジスタ

半導体基本中にPN接合を形成した後,半導体表面の酸化物を

除去し,次いでシランの熱分解によって新たにSiO2を半導体表面

に被若し,さらにSiO2上にPbを蒸着し,酸化性ふん閉気中で熱

処理を行ない,PbO-SiO2のガラス層を形成し,半導体表面の保

護層とする｡

LTPプロセスは,高温の拡散工程で生じた不適当な表面付近の

不純物および熱歪(ひずみ)層を化学的に除去し,清浄な面に低温

で新たにシリコン′酸化拝莫を形成するため,従来のプレーナトラン

ジスタに比べ低雑音,高進耐圧,高利得および高歩留など種種の

特長が得られる｡

>特許第46別85号,特許第473914号,特許第52236号ほか｡

(2)Nプロセスし鋳型の喜郎1三法)

珪砂に珪酸ソーダ(水稲了-)と珪素粉末(またほCa-･Si,Fe-Si)と

混合して鋳型を作ると,発熱反応を起こして珪素は珪酸と(SiO2)

になり珪酸ソーダ(Na20,ⅩSiO2二1を形成し水分は分解して水素を

発生し,同時に蒸発によっても失わ〕1,ついに柾砂が強く結合さ

れて強い鋳型ができる｡この鋳型は反応生成物がSiO2の増加の

みであって従来の鋳型にみられない多くの長所を持っているので

工数および不良の低減補助資材の節約など原著で､しかも鋳物全

般に広く適用しうる画期的な方法である｡

D特許第232442号,特許第433570号,特許第543225号,特許第

483747号ほか｡

(3)Ⅰ形空気しJP断器

構造がシンプルで保守点検が容易,しかも吹き付iサバルプがし

や断点の近くに位置されていることから,効率の良いしゃ断特性

が得られ,常時充気式であるので,小形で絶縁耐力の高いものが

得らズ1る｡

特許第400615号｡

(4)水車またはポンプ水車の案内羽根･制水などの閉鎖時間調

整方法

水車の水量調整の役員を果す案内羽根を上水位,放水位の変動

に応じて任意の位置･時間で緩閉鎖させる方法｡案内羽根の閉鎖

時間の短縮と過大な水圧上昇の防止が可能となる効果が得られ

る｡

D特許第546497号,第469974号,第501045号｡

.′5)超電導材料(三元合金)

MIiD発電用として開発したネオジム,ジルコニウム,タリウ

ムなどを含む合金材料で,高磁場(80キロガウス)でも可成りの

大電流を流すことができる｡加えて電流減少が小さく,加工が容

易で安価であるなどの多大な効果がある｡

D当寺許第507097号｡

そのはか,(6)低温用合金鋼,(7)無接触温度測定方式,(8)粒子

加速関係,(9)整流装置,(10)ハンドレール駆動枚構などである｡

■認識判断機能をもつ人工知能ロボットを完成

一組立国により物体を組立てるロボット一

日立製作所中央研究所でほ,コンピュータに眼と手を取り付けて,

組立図に従って自動的に組立てを行なう人工知能ロボット"HIVIP

Mk.1”を完成した｡(HIVIP Mk.1とは,HitachiVisualImage

ProcessingRobot=視覚情報処理ロボットの略)｡

このロボットは,将来の高度な生産自動化システムに対処するた

捌こ開発したもので,人間から与えられた図面を,一方の限で見て,

これを自動的に認識し,そこi･こ表示されている組立図から全体の立

体的な状況,これを構成する部品の形状や個数,部品相互の組合さ

り方,組立て順序などを認識する｡

また別の限で物体群を見て,組立てに必要な部品をさがし出し,

その形状,位置･姿勢･大きさを認識し,そのあとハンドリング装

置(手)がこれらの物体群を順序よく操作して図面どおりの製品に組

立てていくもので,椀械自身が視覚とハソドリソグ技術を内蔵して

いる画期的なロボットである｡

このロボットは,図面で与えられる大まかな(マクロな)命令を分

析して,これを認識して臼分が何をなすべきかを判断する｡このよ

うにロボット自身が図面を理解し,それにもとずいて物体を組立て

るための操作手順をみずから決めていくことのできる,従来に例の

ない人工知能ロボットである｡

〈本装置の特長〉

この人工知能ロボットHIVIPMk.1は,視覚とハンドリングの基

101
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礎技術の研究用として開発したもので,将来の組立て工程を想定し

た知能機械のプロトタイプ(原型)である｡これほ限と頭脳と手から

構成されており,次のような棟能を持っている｡

①パターソ認識の機能

ロボットに与えられるマクロな指令としての範立図を,自動的

に識別する図面認識の機能がある.｡またロボットの操rF対象であ

る三次元物体を自動的に識別する物体認識の機能がある｡

②意思決定の棟能

組立順序,つかみ位置･手先の軌道などの操作手順を日動的に

決定する能力がある｡

従来の機械では,機械の操作対象となる物体の状況や,物体と棟

械の存在する環境の状況などを認識して,これらに適応して動作で

きるような知能性ほ一般iこ与えられていない｡またもう一つの知能

性としての人間からの指令の認識にしても,従来の数値制御装置な

どでみるように,一般に敬械の動きとほぼ1対1に対応したミクロ

な指令として逐一記述してやる必要があった｡

このロボットでほ,できるだけ人間の表現形式に近いものでマク

ロに指令し,その指令された目的を遂行するに要する細かな手順

は,ロボット自身が考えることができるようになっている｡このよ

うなマクロ指令の認識機能をもった較械ほ,将来の多品種生産工程

において品種変更に容易に対処できる適応能力を持った較械であ

り,図面を変更するだけで,たとえその図面が今までに見たことの

ないものであっても,新しい仕事をすぐ男里解して実行できる,将来

の知的生産システムの一つのひな型でもある｡

図1 認識判断機能をもつ人工知能ロボ､ゾト

102

〈本技術の応用〉

このロボットの図面認識能力は,正面図･側面図･上面図のいわ

ゆる三面図として表わされた複合立体の組立図であり,この複合立

体を構成する個々の立体(部品)は多面体である｡この場合,図面で

ほ省略された破線なども,想像によって補ない,完全な立体として

認識する機能がある｡

一方,認識可能な物体も,多面体のうちフライス盤で加工できる

ような形状,特に実用的に多角柱に限定している｡それでも従来に

比べ,対象物体もかなり広範閃のものが扱えるようになってきてい

る｡この場合にも想像過程の導入により,ある程度不完全な物体情

報でも,これを正しく認識するようになっている.｡

今後,認識できる対象物体の種瑛はますます高度化されるであろ

うし,認識できる図面も組立図だけにとどまらず,加工図･論理阿･

配線図などが考えられ,知的生産機械へのマクロ命令として使われ

るだけでなく,製図の自動チェック,図面の自動検索,グラフィッ

クディスプレイ,CAD(コンピュータ･エイデド･デザイン)など,

設計の日動化に関連した技術として高度化されていくことが期待さ

れる｡

このロボットに使用されたソフトウェア技術は,従来困難であっ

た物体の情報処理技術を一躍発展させたものであJ),物体の計算機

内での記述法のはか,物体問の相互関係の記述法にまで発展させた

点に意義がある｡これらの技術ほ,将来のバターン認識計算機や工

業用の人工の眼(インダストリアルアイ)の実現へとつながり,物体

の形状･位置･姿勢･大きさなどの発何学的性質のほか,三次元物

体の傷･汚れ･割れ･欠けなど質的性状の認識にも応用されうるこ

とが期待される｡また一方,ここで用いられたハソドリソグ技術ほ

取り扱う部品や作業内容などの変更に対して適応性のある組立装置

の実現への可能性をもち,将来の組立工程や目視検査工程などの自

動化のための強力な武器として役だつことが予想される｡

電子計算機

勉J■て=f≦テ.1空言議
視:江別御装置

＼
恥
､

物了∫子こ諾【ご｡韻

㊥

ハント り ング

制御喪置

/､ン r-リ ング

∂∈恕
図2 人工知能ロボットHIVIPMk.1の概略
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■棄北電力株式会社片門発電所納

22,500kWカプラン水車運転開始

日立製作所では,このほど東北電力株式会社什門発電所納,最大

出力22,500ltW,水量124.5m3/s,回転数150rpm,カプラソ水車

の3号枚の据付けを完了し官庁険査を好調のうちに終了した｡

既納の1,2号機は只見川電新開発計由の一環として,昭和27年

戦後最大の大容量カプラソ水車として日立製作所で製作された｡今

榊3 22,500kWカプラソ水車工場糾立

回の3号楼の設計,製作について既納品と異なるおもな点は水車の

主要部L抗に溶接構造を採用したこと,ステーベーソの枚数を減らし

たこと,操作油圧を30kg/cm2に上げたことなど各部に新しい技術

を取り入れたことである)さらに水車の案内軸受にほ新たに開発し

たグリース給油方式の日立MAC形円筒軸受を採用している｡一方,

水車の案内軸受内径,案内羽根および案内羽根操作機構を1,2号撥

との互換性を持たせているなどの考慮も払われている｡

囲4 ランナ操｢一三試験状況

lビレットの2段つりに成功

日立製作所では,新日本製紙株式会社の協力により,リフティング

マグネットによるビレット(条鋼類)の2段つりに,わが国で初めて

成功,同社の八幡製紙所の貨車への積み込み,牧山岸壁(八幡製紙所)

での船箭み,光製紙所(山口県)の陸上げなど一連の搬送ラインで順

調な稼動を開始した〕

リプチイソグマグネットほ電磁石を応開して鉄鋼材などを吸着運

搬するもので,従来いちいちワイヤーをかけて上げ下げや運搬して

いたものに比べ,大幅な合理化,省力化が何られている.⊃

しかし,ビレットのような粂銅棒を一度に2段つる場合,鋼板の

多数杖つりと違って,l_姓川くねりがあるためビレットとマグネット

間,ビレットとビレット間の空隙(くうげき)が大きくなケ),またそ

れぞjtが動くため吸引が困難であった｡

このような難点を解消するため,日立寄生作所では漏えい磁束を少

なくする鉄心構造を開発,さらに白市を軽くL,つり__Lげ能力を上

げるため特殊コイルを採用することによってビレットの2段つりに

成功Lた｡J

(註)2段つりとほビレット十数木を2段校長重ねて,一度につ

り上げる方法であるt,

リフティ

形

電流

使

である｡

(
用

ノダマグネット仕様ほ

式:LM-UBlllOD

熱時 31A

冷暗 46A

率:ED50%

電 圧:DC220V

自 重:2,100kg

絶縁種別:H種
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またつり上げ能力ほ次のとおりである-,

ビレット寸法(mm)

80× 80× 9,000

80× 80×12,り00

100×100× 9,000

段 数

2(計16本)

2(計12本)

2(計10木J

全重量(1(g)

7,010

7,010

6,830

嵐
監
竜
窮

図5 リフティングマグネットによるビレットの2段つり
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t変電所計算機制御用

プログラム′くッケージ｢ⅡISAPS+開発

日立製作所では,制御用コンピュータのソフトウェアを用途ごと

にまとめパッケージ化したプロカセットシリーズの開発を推進して

いるが,このほどパッケージ化第一号として"HISAPS”を完成

した｡

HISAPSとはHitacbiPowerSystemAutomaticRestoringand

OperatingSoftwareの略(変電所集中監視システム)｡

HISAPSは最近ますます大規模,複雑化する電力系統の運用の省

力化,合理化,高信板度化を進め,変電設備の自動化を図るため,

制御用小形コンピュータHIDICl00を使用した自動操作装置のプ

ログラムパッケージである｡

割込

CB

LS

電 圧

周波数

周 期

草地操作受付

状 態 入 力

計 jR【j処理

HISASPのおもな楼能ほ, ①全停事故直後のしゃ断操作

②全停事故綾の自動復旧操作 ③構内事故時のロック操rF

④線路事故後の自動復旧操作 ⑤地絡試開放自動復旧汝作

⑥シーゲンス制御,パターン制御,プログラム制御等の定常操作

⑦自動操rF記録 などである｡

HISAPSのおもな特長は,①系統構成,規模などほ定数テーブ

ルによって容易に設定できる｡②変電所特有のマクロ命令が用意さ

れており,変電技術者が計算機の言語を知らなくてもプログラムが

作れるようになっている｡③新しい操作に対しても,マクロ命令に

ょって,フローチャートが作成できるため,プログラム作成の工数

が短縮できるのみでなく,プログラム･テスト(デバッグ)が非常に

容易である｡

[:三重亘コ
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図6 HISAPS構 成 図

■シーケンス制御用コントローラパDSC-6''発売

日立製作所では,シーケンス制御用コントローラ"DSC-6形シー

ケンサ”をわが国で初めて10月から発売した｡

シーケンス制御とは,"あらかじめ定められた順序に従って制御

の段階を進めてゆく制御”のことで,つまり"このときはこうする”

というプログラムで制御する方式である｡この制御方式は化学,鉄

鋼,運扱,水処理,加工機の群管理など各分野で活用されているD

本装置はこのようなシーケンス制御を効率よく進行させるため,

主浜算ユニット 入力ユニット,出力ユニット プログラムコンソ

ール,電源ユニットで全体を構成している｡

104

従来のシーケンス回路の製作は,リレーの配線によって組み立て

ていた｡このため一度つくりあげた回路の変更は困難であった｡

これにたいし本装置は,ディジタル技術を応用したもので,専用

プログラム作製器を使い,キーを打つだミ′ナでシーケソス回路を組む

ことができる｡また回路の変更もキーを打つだけで,容易にその内

容を書き替えることができる｡

本装置の使用により,シーケンス設計の合理化とともに,システ

ムの擁能を増大させることができる｡

おもな特長は,庄.シーケンス動作の変更,増設を簡単に行なうこ

とかできるて設置Lた後で,シーケンスの内容を全く変えてしまう

こともー‾さきる二㊤考えた通Fフに,AND,OR,NOTで,シーケソス

図7 日立シーケンス用コントローラDSC-6
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を苦けば終りである｡わずか教程の命令だけで,だれでも使用でき

る｡③有接点リレー200～500個程度の性能である｡コンピュータ

によるシーケソス制御では大掛りになりすぎる,あるいは用途によ

って装置の規模を分割しておきたい場合に最適である｡④MSI(中

目
警報接点

0
タイマ接点

ふノ
ツイスツ

人 力

ユニット

電 源

ユニット

規模集回路)を使用し,部品数,接続点が少なく,高い信顕度をも

っている｡⑤使用する規模に応じて入出力点数,メモリ容量を自由

に選択できる｡

主拭界ユニット

70ログラム

コ ンソール

カ
ト

リノニ

出
ユ

プログラム

図8 DSC-6形シーケンサ構成図
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■小形単管カラーテレビカメラ完成

日立製作所では,一本の特殊なカラービジコソ(撮像管)を用い,

オールトラソジスタ化した世界最小のカラーテレビカメラを開発

した｡

このカラーカメラは独自に開発した色分解ストライプフィルタに

より高解像度が得られ,さらに従来のITVカメラより小形,軽量化

された｡

色分解ストライプほ,画像の相関性を利用する新しいカラー信号

復調の原理によるもので,3原色の役目をする幅20～30ミクロンの

二重ストライプ(縞目)干渉フィルタを一本に結合したものである｡

このカラーカメラは,小形,軽量で操作も簡単であり,工業用,

教育用などに好適である｡また単管カメラなので,色のかさね合わ

毯

遍

せが不要となり,ウォーミソグアップ時間も短くなった｡

おもな特長としては,①全電子式で世界長小形となっており堅牢

(ろう)構造となっており,機動性に富んでいる｡②独自に開発した

単管撮像方式(特許申請中)の採用により,その操作取扱ほ従来の白

黒カメラなみに容易である｡③カメラヘッドとプロセッサ(調整装

置)間ほ50m以‾Fを標準するが,オプションの補償器を付加する

ことにより,最大600mまで延長可能となる｡④レンズはCマウン

トであれば,用途によりどれでも交換可能であり便利となっている

が,被写体照度変化のある場合はFl.825～100mm電動zoomレ

ソズを用意してある｡

このレンズほエレクトリック自動絞り枚構を備えているので100

倍の変化をカバーする｡

図9 日立小形単管カラーテレビカメラ
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l小形カセット武力ラーVTRを開発

日立製作所では,小形カセット式カラーVTRを開発した｡これ

は今春NHK技術研究所と共同開発した小形カセット式VTRにカ

ラーアダプターを付加させる新技術の開発によって完成したもので

ある｡

カセット式VTRは未来の情報メディアの一つとして重視され,

特に視聴覚教育用機器として期待されている｡このため内外メーカ

ーで新しい方式の開発が進められている｡

このVTRの再生時間は6分間(片道のみ)であるが,これを"動

く掛け図”として利用でき,数学や物理の授業をはじめ,臨床医学

の教習用など幅広い用途がある｡

利用方法は,黒板と講議だけでは理解しにくい部分をアニメーシ

ョソ(動画)で見せる方がよい場合など,そういう場面をカセットに

していくつか作っておき,講議の途中で,それを再生すれば,概念

教育効果の高率化が図られる｡

特長としては -

①′J＼形で取り扱いが簡単:大きさはプレーヤー本体が幅40

cm,高さ25cm,奥行30cmとオープソリール式テープレコー

ダなみである｡複雑な調整つまみほできるだけ取i)除き,ソフト

タッチなレバー機構を使用している｡カセットは今流行の録音カ

セット(フィリップス方式)の厚みが倍の2cmになっただけで,

縦10cm,横6.4cmと寸法は全く同じである｡

②安定で確実なイージーローディソグ枚構:カセットを軽く

そう入しワンタッチレバーの操作でテープローディソグができ,

市販のカセットテープレコーダと同様の簡単な操作と安定なロー

ディ/グが行なえる｡テープが終了すればインジェクトボタンを

押すとカセットほ飛び出し,カセットの交換が即座に行なえる｡

ビデオだからというわずらわしさがまったくなくなった｡

③忠実な色彩と高画質:画質ほ,小形ながら従来の家庭用,

あるいは教育用VTRと同等の性能を持っている｡(水平解像度

300本以上｡S/N40dB以上)｡使用しているテープほ,感度が高

いうえに,ノイズが少なく,記録密度,すなわち1平方セソチメ

ートルに記録される分量は,従来のテープの1.5倍となっている｡

図10 日立小形カセット式VTR

……編集後記…‥･

人口の増加,生活水準の向上とともに,水の需要量は増加してお

り,水資源の確保は郡市にとって重要な問題となっている｡

このほど日立製作所では,ブラジル･サンパウロ市から取水用ポ

ンプ3台を受注し,製作することになった｡｢大形遠心ポンプの模
型試験+では,本ポンプが取水用ではあるが,送水距離,標高差な

どのため揚程が高く,電動放出力15,000kWという大出力になるた

め,製作に先だち模型ポソプで各種の性能試験を行なった結果を述

べている｡試験結果の諸データは実物ポンプの設計および運転に貴

重な資料となるであろう｡

◎

東海道新幹線では,列車進行状況の監視と各駅での列車入出信号

設備の制御はCTC(CentralizedTra伍cControl)装置によって,す

べて中央の司令員により遠隔操作で行なわれている｡

近年,列車利用者の増大と中央におけるコントロールの増大から,

指令員の業務のうち列車の運行監視,各駅の列車進路の取扱いなど

進路制御を計算機で自動化するというコマンド･アンド･コントロ

ール･システムが要望され,このほど日本国有鉄道鉄道技術研究所
を中心にCOMTRAC(ComputerAidedTra侃cControl)システム

が開発された｡｢国鉄新幹線COMTRACシステムの列車運行シミ

ユレ一夕+では,本システムの試作実験結果を詳しく述べている｡
すでに山陽新幹線の工事も進んでおり,本システムの実用化が待た

れる｡

◎

火力,原子力,水力および化学プラントをはじめとする多くの機

器において,腐食と防食の問題は装置の保守,運転上重要な意味を

もっている｡

本号は日立製作所およびパブコヅク日立株式会社における腐食防

食の研究成果をとりあげ,｢各種環境下における金属の腐食生成物+

ほか5編をもって｢腐食防食特集+とした｡研究･技術関係諸氏に

一助となれば幸いである｡
◎

巻頭を飾る一家一言らんには,北海道大学名誉教授,東京理科大

学教授理学博士 岡本剛氏より,わが国における腐食科学･工学の

進歩をはかるためには,各種工業分野の材料部門で積極的に腐食の

科学技術者の養成を図ること,その他幾つかの貴重なご意見を説か

れた｢腐食防食の歩みとこれをささえるもの+と題する玉稿を賜わ

った｡

本誌のために,特に寸暇をさいて稿を草されたご好意に対して,

厚くお礼を申しあげる｡
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